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   COIL Trial：オンラインによる語学研修＆フィールドスタディ† 
         －北京外国語大学：中国語研修と日本語学科との学生交流－ 

福岡昌子* 
三重大学国際交流センター* 

コロナ禍により国際移動を伴う国際教育交流は大きな影響を受け，学生交流は停止状態となった．

その中で海外協定校の北京外国語大学の協力を得て，COIL授業の試みとしてオンラインで『北京外国

語大学：語学研修＆フィールドスタディ』を実施した．三重大学からは11名，北京外国語大学からは

9名の参加があった．北京外国語大学のテキストを使った中文系教員からの中国語指導，日文系の学生

との協働学習および交流活動，日中経済協会北京事務所所長による「現代中国を知る」講演会を実施

し，アンケートの結果好評を得た．特に「中国への偏見を持っていたが本事業に参加することで偏見が

払拭された」，「両国間の摩擦で交流が順調に進むか不安だったが楽しく交流できた」，「長期留学した

くなった」という声が多く聞かれた．これまでは現地へ赴き経費を使った短期留学が主流であったが，

事業内容によってはオンラインでも十分成果が達成できることがわかった． 
 
キーワード：コロナ禍，語学研修，フィールドスタディ，学生交流，オンライン，COIL 

 
1．はじめに 

2020年度以降，世界では新型コロナウィルス感染症

が大流行し，国際教育交流のあり方が様変わりしたと

同時に，海外の大学とオンラインによる国際教育が大

きく展開された．まず教育の現場では，対面授業がで

きなくなり，ZoomやTeams などオンラインを通じた

授業形態が行われることになった．留学についても，

受入れや派遣が中止となり，フィールドスタディや海

外語学プログラム等もすべてオンラインで実施される

ようになった．現地に行かずして，学んだり交流した

りすることが可能になったことは，かつてない教育現

場における激変であり，新たな教育成果であった． 
 コロナ禍により語学留学や協定校との交流活動が減

少する中で，本学で唯一中国の首都北京にある協定校

の北京外国語大学の協力を得て，オンラインによる

COIL 型『北京外国語大学：語学研修＆フィールドス

タディ』を実施した．本稿では，三重大学国際交流推

進経費を用いて実施した本事業の活動報告を行うと共

に，ポストコロナに際し，国際教育交流を目的とした

高等教育における短期留学のあり方について検討する． 
 
2．事業の背景 

2.1．留学生30万人計画の達成後の新たな目標 
2008 年の文科省による 2020 年までに留学生 30 万

人受け入れようとする『留学生 30 万人計画』の施策

は，2019 年 5 月に達成された 1)．その後，文科省は

2014 年に「スーパーグローバル大学創成支援事業

（SGU）」（2014～2023）を立ち上げ，新たな国際教育

交流を推し進めてきた 2)．世界トップレベルの大学と

の交流・連携を実現・加速させるために，人事・教務

システムの改革や学生のグローバル対応力育成のため

の体制強化などを目指し，国際化を徹底して進める大

学に対して，重点支援を図るものであった． 
この間のグローバル人材育成の推進にあたり，総務

省行政評価局（2017）が「グローバル人材育成の推進

に関する政策について評価および勧告」を行い 3)，高

等教育における留学のあり方に一石を投じた．文科省

は「第 2期教育振興基本計画（2013～2017）」4）におい

て，少子高齢化・人口減少による国内市場の縮小や国

際競争の激化の中で，グローバル人材の育成として外

国語教育の強化，留学生交流の推進，大学等の国際化

の強化を図った．しかし，その施策の達成状況は概ね

進展があったが，留学促進には課題があり，実際に外

国に行くことが目的化した短期留学に関しては再検討

が迫られた．日本人学生の約 8 割が 6 か月未満の短

期留学（多くは 1 か月未満）で，短期留学がグローバ

ル人材（i．豊かな語学力・コミュニケーション能力，

ⅱ.主体性・積極性，ⅲ.異文化理解の精神等を身に付け

て様々な分野で活躍できる人材）の育成に対し，いか

なる効果を持つのか十分な検証が必要であると評価し

たためである．このような経緯から，「スーパーグロー

バル大学創成支援事業」には大きな期待が寄せられた． 
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2.2．コロナ禍の新しい国際教育交流の潮流と方向性 
コロナ禍によって注目を浴びた ICT（Information 

and Communication Technology：情報通信技術）によ

る国際教育の手法は，今後の国際教育交流の主流とな

りつつある．主な手法として，①Virtual Exchange
（VE），②Virtual Mobility（VM），③Collaborative 
Online International Learning（COIL），④Blended 
Learning（BL）が挙げられる（太田2021，新見・星

野・太田2021）．①VE は学習者主体の地理的・文化的

に異なる人々との交流や異文化理解，ソフトスキルの

習得に ICTを活用するものである． 
 COIL（国際協働オンライン学習プログラム）は，米

国のState University of New Yorkによって2006年

に開始された．COIL は異なる国や地域に所在する 2
か国以上の大学において，授業を提供する教員同士が

共同でシラバスを作成し，オンラインで国際的な協働

学習の要素を組み込んで実施されるものである． 
COIL が期待される効果として，①数か国との協働学

習や比較学習活動，②学生のリーダーシップ能力やプ

ロジェクトの企画運営能力，③ICT リテラシーの向上，

④教員間ネットワークの醸成，⑤留学が難しい学生へ

の国際交流機会の提供，⑥オンラインと対面を組み合

わせた教育手法による新たなグローバル教育の構築，

⑦海外留学派遣や外国人留学生受入れなどの世界的な

学生移動の向上，が指摘されている 5)．この COIL を

活用したグローバル教育が，今後国際教育交流の主流

になっていくものとして，現在多く大学が積極的に取

り組んでいる． 
現在，「スーパーグローバル大学創成支援事業」では，

大学の国際化に関わる取組みや研究の実施・共有・展

開，情報の提供・共有を行う18の大学による19プロ

ジェクトが中心となり，国際化をオールジャパンで促

進する大学の主体的な活動の場「大学の国際化促進フ

ォーラム（JFIU）」6) が展開されている．文部科学省等

関係機関とも連携しつつ，国際通用性・競争力を高め

るために，大学間が横連携で参画し，多様な国際化・

国際戦略を目指している．本学は，2021年度より次の

3 大学のプロジェクト，①筑波大学「Japan Virtual  
Campus」（オンライン国際教育プラットフォーム），②

名古屋大学「我が国の大学教育国際化に資するジョイ

ント・ディグリープログラムの促進」，③関西大学

「Japan Multilateral COIL/VE Project（J-MCP)－多

方向・多国間のCOIL/Virtual Exchange型養育プロジ

ェクト－」（他：大阪大学「多様な文化・言語圏からの

留学生リクルート:バーチャル大学ツアーの実施」）に

参加し，国際交流の推進・留学生の獲得を図っている． 

2021年度三重大学国際交流センターでは，①VEと

して国際交流サービス授業「日本語コミュニケーショ

ン」や国際交流事業「日本語ディスカッション」7)，②

VM として一般の日本語教育コースの授業を実施した．

本事業は，③COIL に該当するものとして本稿で紹介

する．本事業を実施することによって，COIL による

国際協働学習がどの程度学習効果を上げることができ

るのか，現地に行かずしてオンラインで語学研修やフ

ィールドスタディを行うことで，グローバル人材育成

や留学促進を目指すことができるのか確かめたい． 
 
3．事業の概要 

3.1. 事業の内容 
1）目的：中国経済の躍進は目覚ましく，日本と中国を

めぐる経済・社会・文化活動は今後も重要である．そ

こで，本学の学生に在学期間において，中国語や現代

中国の状況を知る機会を提供し，将来国際的に活躍す

る人材を育成することを目的として本事業を企画した．

本事業では，①中国語を学ぶ，②現代中国を知る，③

協働学習を行って学生同士の交流を図る，④訪問先の

都市の文化・社会を知る，を目的として，オンライン

による語学研修およびフィールドスタディを実施した．

北京外国語大学の中文系・日文系・弁公室と協力し，

中国語（北京語）の講習，日文系学生との交流を図っ

た．また，日中経済協会北京事務所と Zoom で繋ぎ，

現代中国を学んだ． 
2）日程とスケジュール：図1，図2参照 
Ⅰ．8 月 17 日（水）～8 月 24 日（水）北京外国語大

学講師による中国語語学研修 
Ⅱ．8月23日（火）日中経済協会北京事務所所長の講  
 演 
Ⅲ．8 月 22 日（月）～8 月 26 日（金）三重大学の学

生と北京外国語大学日本語学科の学生との交流活動 

 
図１．北京外国語大学：語学研修 
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図２．北京外国語大学：フィールドスタディ 
 

3）参加者 
・三重大学 11 名：教育学部 2 名（1 年生，2 年生），

人文学部4名（1年生2名，2年生2名），生物資源学

部2名（1年生2名），医学部2名（1年生1名，2年

生 1 名），国際交流センター1 名，男 3 名女 8 名，タ

イ，ドイツ留学生を含む． 
・北京外国語大学9名：日本語学科（1年生3名，2年

生3名，3年生1名，大学院2名）， 男3名女6名 
＊出席率：三重大学95.5％，北京外国語大学：96.2％ 
4）研修先： 
北京外国語大学中文学科，北京外国語大学日文学科，

日中経済協会北京事務所 
5）担当教員・講演者： 
北京外国語大学中文学科担当教師：于雯宣先生，日本

語学科講師：費暁東先生，日中経済協会北京事務所：

川合現所長（講演者）  
6）研修・交流内容 
①語学研修：北京外国語大学中国語テキスト“Learn 
Chinese with Me”（Student’s Book1）初級レベルの

場面シラバスを中心として，8月17日～24日まで50
分×12回，最終日に会話テストを実施した． 
②8月23日に日中経済協会北京事務所所長による「現

代中国を知る」の講演を聞き，質疑応答を行った． 
③グループ検討会・発表会：学生が関心のあるテーマ

に基づき，北京外国語大学（日文系）と三重大学の学

生とがグループを編成し交流を図った．グループ全員

で発表するテーマを決め，発表内容をディスカッショ

ンし，最終日にその成果をまとめて発表した． 
④三重大学の学生は，3グループに分かれて，三重（日

本）の地域や文化について紹介をした．北京外国語大

学の学生も，3 グループに分かれて北京（中国）の地

域や文化について紹介した． 
7）その他： 

①80％出席者には修了書を授与した．②中国語学習は

日本語ができる教師の指導の下に，日本語で中国語初

級会話を学んだ．③北京外国語大学とのグループ検討

会は日本語で行った．④参加者は全員が最終日にグル

ープ成果発表会で発表をした．⑤日中経済協会の講演

会は両大学の全員が出席した．⑥三重大学の紹介には，

三重大学2021CD（広報），三重大学地域拠点サテライ

ト・伊賀サテライト（https://www.rscn.mie-u.ac.jp/iga/ 
index.html），北京外国語大学の紹介には，https:// 
www.pekingaidai.gr.jpを使用した． 

 
3.2.  中国語（北京語）語学研修 
1）学習内容： 
北京外国語大学中国語テキスト“Learn Chinese with 
Me”（Student’s Book1） 
 
 
  
     

 
 
 

 
 

図 3．北京外国語大学中国語テキスト 

  
図 4．第 1課「你好」～第 24課「冬点冷，夏点熱」 
 

  
図 5．中国語のZoom学習風景 
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事業実施前に，于雯宣先生とZoomで3回打合せを

行い，指導方法やブレイクアウトロームの使い方につ

いて説明した．一日 50 分を 12 コマ実施し，第 1 課

「你好」～第24課「冬点冷，夏点熱」まで学習した．

最終授業で一人ずつ既習範囲の文型について，10問の

会話テストを実施した．中国語会話テストは，三重大

学の学生全員が受け，平均点 88.6 点で好成績を得た． 
 
3.3. 日中経済協会北京事務所所長の講演会 
 講演者の川合現北京事務所所長とZoomで打合せを

行い，本事業の趣旨について説明を行った．「現代中国

を知る」の講演内容について，配布許可を得てPPT資

料を掲載する． 
 
 

 

   

 

 図 6．日中経済協会北京事務所 川合現所長の講演
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 先ず，日本と中国の公共料金や価格比較，北京の生

活において日本にはないもの，寿命や大学初任給など

統計データから見る中日比較など，学生には身近な話

題が取り上げられた．次に，中国の統治構造や中国流

の経済発展システム，日中国交正常化 50 周年への取

組，中国との向き合い方という少々難しいテーマへと，

わかりやすく「現代中国を知る」についてご講演いた

だいた．講演の後は，30分ほどの両大学からの質疑応

答があったが，学生には質疑応答の時間がもう少しほ

しかったという感想がある程の充実した講演だった． 
 
3.4. 日本語学科との交流活動 
1）実施前の準備作業： 
日本語学科の費暁東先生とはZoomで打合せを行い，

本事業についてご理解および事業実施の協力を得た． 
その結果，日本と中国の文化比較の検討・発表の後に，

双方の大学がグループごとに地域の紹介を行うことに

した． 
両大学の学生には実施前の参加申込書に，どんなテ

ーマで検討したいか第 1～3 希望を書いてもらい，参

加者の希望に沿って 6，7 名ずつの 3 グループを編成

した．毎回ブレイクアウトセッションで協議され，以

下のテーマが各グループの発表テーマとなった． 
・グループ成果発表会 
①食文化グループ（三重大学 3 名＋北京外国語大学 3
名）「日本と中国の料理の味付けの違いについてー甘

味と辛味から－」 
②ポップカルチャーグループ（三重大学4名＋北京外

国語大学 3 名）「番組の比較から見る日本と中国の

違い－紅白・バラエティー・ドラマから－」 
③文字・文学グループ（三重大学4名＋北京外国語大

学3名）「中国語と日本語の流行語に関する違い」 
 
2）3グループの検討成果発表について 
①食文化グループ： 

日本と中国の料理に使う調味料の甘味と辛味の違い

について調べた．甘味では共通して使用される砂糖を

除き，日本のみりんは料理の最中によく使用される

が，中国の甜麺醤は料理の完成後に混ぜたりつけたり

する際に使用される．一方，辛味は日本の山椒と中国

の花椒を取り上げ，生育地や利用する部位の違いを述

べた．山椒は柚子のような柑橘系の香りとマイルドな

辛味であるが，麻婆豆腐で使われる花椒は舌がしびれ

るような辛さを持つことを説明した． 

 

 
図 7. 日本と中国の料理の味付けの違いについて 

ー甘味と辛味から－ 

 
②ポップカルチャーグループ 
 ポップカルチャーグループは，日本と中国のテレビ

番組の比較を行った．日本のドラマは中国で人気があ

り，幼少期からアニメを見てきたので日本のコンテン

ツ産業に親しく，日本語の字幕が付いているため，日

本語を勉強するには最適だと述べた．また，中国のバ

ラエティー番組はトーク番組が主流で，話の上手な番

組司会者が場を盛り上げる特徴がある．日本のような

リアクション芸やコントなどを披露することは余りな

く，根本的な違いは笑いの文化が異なるのではないか

と説明した． 

 
図8．番組の比較から見る日本と中国の違い 

－紅白・バラエティー・ドラマから－ 
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③文字・文学グループ 
 文字・文学グループは， 日本と中国の流行語の違い

について調べた．日本では，一人でいるのが好きで自

分の趣味と生活を大切にし，恋愛に時間を費やさない

男性を指す「仏男子」という流行語がある．一方，中

国でも「躺平（タンピン）」（「だらっと寝そべる」）と

いう仕事をしないで何も求めないライフスタイルの若

者を称する流行語があることが紹介された．両国共に

若者の無気力感が注目された．また，Z 世代などイン

ターネットの普及やコロナ禍などの影響で，世界で共

通した流行語が生まれていると説明した． 

   
図 9．中国語と日本語の流行語に関する違い 

  
3）視察研修（オンライン）：三重県（日本）の紹介，

北京市（中国）の紹介 
本来のスタディ・ツアーであったならば，グループ

で半日視察研修を行う予定であったが，今回はオンラ

インで，三重県（日本文化），北京市（中国文化）の紹

介を行った．三重大学と北京外国語大学の学生への事

前Zoom説明会で，地域紹介グループを決め，下記の

ようにグループ編成を行った． 
・三重大学：①伊勢神宮の紹介，②観光地の紹介，③

伊賀忍者の紹介， 
・北京外国語大学：④京劇の紹介，⑤北京の紹介，⑥

天津の紹介 
 ①伊勢神宮の紹介では，日本古代史から始まり，江

戸時代のおかげ参りや式年遷宮，雅楽やお祓い横丁な

ど，詳細な説明があった．②観光地では，今秋開園予

定のジブリパークや上高地・白川郷，伏見稲荷・清水

寺など三重県に近い観光地の紹介があった．③伊賀忍

者の紹介では，伊賀忍者博物館の紹介や手裏剣投げを

体験した感想が述べられた．④京劇の紹介では，4 種

のキャラクターの紹介，歌舞伎との違い，動画を紹介

してくれた．⑤北京の紹介では，故宮や天壇公園の紹

介の他に，秦の時代の長城のレンガのつなぎには，も

ち米の粉が使われていたことが最近の発掘でわかった

など，興味深い説明があった．⑥天津出身の学生が多

かったので，天津の名物に関する紹介があった． 
 

 
図 10．三重県（日本）の紹介，北京（中国）の紹介 

図 11．Zoom協働学習の風景（学生対面式） 
 

4．本事業についてのアンケート結果 

 事業終了後に，アンケート調査を行った．三重大学

生10名，北京外国語大学生9名から回答を得た．  
①目的： 語学研修・日中経済協会北京事務所長の講演・

日本学科との交流についての感想，来年度以降の活動

形態を尋ねる． 
②全設問数：全問問数は 8 項目で．1～7 項目は 3～4
の選択肢からなり，8項目目は自由記述である． 
本事業全体については，図 12 のように，三重大学

91％，北京外国語大学 90％が「全体的に楽しかった」

という結果だった． 
 

図 12．事業全体についてのアンケート 

 

－ 48 －
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2. 仏男子・済ギ

中国語の例 I i"とめ

早
万 回回
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京劇
中国伝紐文化
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られてゞる
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QI. 本巾業はいかがでしたか？

に重大学牛） （北以外同謂大学牛）

• 全体的に楽しかった ■ 苔通 ■ 物足りなかった • 全体的に楽しかった ■苔通 ■物足りなかった
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4.1 中国語（北京語）語学研修 
 

 
 図13．中国語（北京語）語学研修のアンケート 

 
＜感想＞ 
・レベルとしては，一年生の第二外国語の授業のレベ

ル感であったが，再度復習できたことに加え，新たな

単語や文法を学ぶことができて良かった．また，先生

がとても優しく，楽しく勉強を行うことができた．欠

席した分を個別に授業を行ってくださった点も良かっ

た．これからもっと中国語を話せるように勉強してい

きたいと思った． 
・最後のテストが質問に答える形式なのが良かった．

文法などが分かっていても，会話などに生かせていな

いなど，今後の改善点を見つけることができた． 
・グループワークも多く，会話を通じて中国語が学べ

てよかったと思います．また，大学のテストでは筆記

でしたが，ここでは先生との会話のテストだったので，

より頭を使うことができたと思います． 
・普段の大学の授業でまだ習っていない単語や表現を

たくさん学ぶことができて非常に良かった． 
・三重大学の授業の中でも，中国語をとっているので

すが，今回の研修では，話すことをテーマにした授業

で，たくさんの人と中国語を使ってコミュニケーショ

ンすることができてよかったです． 
・先生の指導方法が非常にわかりやすいと思います． 
・テキストも「日常会話ができるようになる」という

目標に照らすとよくできていたと思うが，担当の先生

が良かった．厳しい授業予定をこなし，かつ音読練習

や応用会話の時間もしっかり取られていた．テキスト

以外に，中国文化の豆知識（音楽や挨拶など）も織り

交ぜて授業してくださったので退屈しなかった．授業

外のフォローもメールでしてくださった．自分の名前

が発音できない言語は初めてで（漢字が中国語読みに

なるため），初日にあきらめかけたが，先生の「発音が

難しいと思いますが，落胆しないでよく練習してくだ

さいね」というメールがあったので，最後まで授業に

ついていけた． 
・今まで中国語を全く学んだことがない中で，終始優

しく日本語を交えながら教われたのはとてもよい経験

だったと思う．この授業をきっかけにして中国語につ

いて学んでいけたらいいと思う． 
 
4.2 日中経済協会北京事務所所長の講演会 
 

 
図 14．日中経済協会北京事務所所長講演会アンケート 

 
＜感想＞ 
・中国に関しては，主に歴史を学ぶことが今まで多か

ったが，この講演で現在の中国について多くのことを

学べた．特に中国と日本の価格の比較が面白かった．

また，質疑応答が活発で，日中それぞれの関心の高さ

が見られた． 
・中国は衛生面などでいい印象を持っていなかったが，

日本も規制がなかった時代と同じようなものだと思っ

た．今後，社会の要求に応えて変化していけばとても

いい国になると感じた．特にデジタル社会化など新し

いことを積極的に取り入れているのが素晴らしいと思

った．実際に，日本と中国の両国で生活したことがあ

る人の話を聞けたので，両国の違いをよく理解できた． 
・はじめは経済について固めなお話だと思っていまし

たが，中国での生活についてなどのお話が多く，楽し

めました．いつか中国に行ってみたいと思うようにな

りました． 
・様々な視点からの話を聞くことができてとても興味

深かった．実際に働いている人の考えを聞き，質問が

できるのは非常に貴重な機会であった． 
・データから見る日中比較が具体的な例を挙げながら，

お話をしてくださり，とても分かりやすかったです．

特に，今中国では新幹線などの公共交通機関が発達し

ており，日本よりも比較的安い値段で乗れるという話

には驚きました．コロナなどの対策が日本では批判的

に捉えられていますが，中国では実際にそんなに批判

的に捉えられていないという話を聞いて，たくさんの

情報に触れることが必要だなと感じました． 

－ 49 －

COIL Trial：オンラインによる語学研修＆フィールドスタディ

Q2.•l•I心，坪内では、佃がよかったですか．

(2つ'"'答） (CC:fi人'1'1,のみ）

1レッスソ50分対凡の字1'1スクイルがよかった．

日本式ができる先生の指導がよかった．

視地で実際に使っている北京よのテキストで

学甘ができてよかった． 一
北点点が少し話せるようになってよかった・ - --

0 I 2 3 4 5 6 7 

Q3. A中経済教科の講演はいかがでしたか？

(2つ回答） （三重大学生のみ）

賀疑応吝がiiii日かった。

中匡について、以前よりも関しが深まった．

日中経済漏会北京事務所所Eの胡演： 「現代↑
国 1について午べてよかった。

一
012345678  
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・「現代中国」に対する関心が深まりました． 
・講演者の実生活が基になっているので，中国の様子

を掴みやすかった．「経済協会」というだけあって，価

格を基準に日中を比較していた．公共交通機関や自家

用車など見知ったものが多かったので，経済学を苦手

とする私でも内容が身近に感じられ，むしろ分かりや

すかった．パンデミックへの政府の対応として，アプ

リを使った大規模な感染対策が政府主導・中国全土で

行われているのには驚いた．トップダウンというか，

大胆というか，中国の偉大さを感じた．心残りと言え

ば，発表者と学生の会話がもっと聞きたかった． 
・中国については，私は政治的な話以外はほとんど耳

にする機会がなく，どの商品が日本と比べて高い・安

いなどの日常的な話題を知ることができたことはよか

ったと思う． 
 
4.3 日本語学科との交流活動 
 

 
図 15．日本語学科との交流活動アンケート 

 
＜感想＞ 
（三重大学生） 
・北京外国語大生の日本語がとても上手で驚いた．ま

た，検討会においては，積極的に話を進めたり，作業

に取り組んだりする姿勢に尊敬し，勉強になる部分が

多くあった．また，討議だけでなく，お互いの好きな

食べ物やドラマ，また趣味や所属している部活など，

色々な話もすることができ，とても楽しかった． 
・日本で報道される中国に関するニュースはあまりい

い印象がなく，中国人とうまく話せるか不安だったが，

実際に交流してみると日本人と性質はあまり変わりな

かった．偏見を持っているときは実際に自分の目で確

かめることが大事だということを学べた． 

・北京外国語大学の学生さんの日本語力に驚きました．

私も学生さんが日本語を流暢に話していたように，中

国語を話してみたいと思いました． 
・実際に中国の方たちと話し合いながら発表の準備を

することは互いの国の文化を知るきっかけにもなって

とても楽しかった． 
・北京外国語大学の皆さんと交流ができてよかったで

す．中国の生活や文化などを紹介していただき，中国

についてこれまでよりも深く理解することができまし

た．また，北京外国語大学の皆さんの日本語が本当に

上手で，自分も中国語をもっと磨いて，中国語で話せ

るようになりたいと感じました． 
・皆さんとグループワークしたり，話し合ったりでき

て楽しかったです． 
・一部の日程に参加できず非常に残念だったが，顔合

わせの際に北京外国語大学の学生の様子がわかるだけ

でも面白かった． 
・中国について紹介するPPT や動画を見て，中国に行

ってみたくなった．特に，万里の長城や京劇を見たい

と感じた．京劇はネット配信などでも見ることができ

るのか調べてみようと思った． 
 
（北京外国語大学生） 
・日本の方と交流できて本当に嬉しかったです． 
・日本のメンバーと一緒に課題研究ができて，すごく

貴重な体験になりました．ありがとうございました． 
・三重大の皆さんはとても親切で，会話は楽しかった

です． 
・初めて日本人の大学生と話す機会をいただいてすご

く嬉しく思いました．前に両国間の摩擦で交流が順調

に進むかどうかちょっと不安でしたが，実際にみんな

は優しかったので，討論会も楽しかったです． 
・三重大学のみなさんとの交流会はスムーズに行われ

て，とてもありがたい機会でした．ご紹介いただいた

おかげで，ぜひ三重大学に留学してみたいと思うよう

になりました． 
・先生と三重大学の皆さんと一緒に交流できて本当に

うれしいと思います．交流活動を通じて，日本と中国

の食文化の違いがわかるようになりました．そして，

日中経済協会の川合所長の講演を伺い，大変勉強にな

りました．本当に良かったと思います． 
・日本語はまだ上達になっていませんが，三重大学の

皆さんは優しくて，話を真面目に聞いてくれて，嬉し

かったです． 
 
4.4. 来年度以降の活動形態 

－ 50 －

福岡　昌子

Q4. IJ本.lf'i'-flとの交泣はいかがでしたか？

(2つiul笞） (,ifl大''f.'is)

n分＂らで決めたテーマについてグん プで檜a
し.PPT免良するなど.ic"'がでSてよかった．

z-mで口中狂漬協公を 111に“間したり．質髪
比芥したりで、て．よかった・

北r.<rnやユm収の,,,,,..動1曲を紹介L合って、 1、
人 ・ 一

012345678  

c.fi廷との父汝はいかがでしたか？

fl分たちで1た，，たテ マについてグループで捨こィ

し、 PPT兌衣roなど、::<""ができてよかった．

Z=mでIIヽ '""沢協介，，， Mic功nQしたり．質疑

比答したりできて．よかったn

北京市や―玉県のPPT・動直をい介し介って."'人
7のlli+がわかり．切mしたくなった．

＿ 
0123<56789  
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図 16．来年度以降の活動形態に関するアンケート 

 
＜感想＞ 
（三重大学生） 
・今回の研修はオンラインという形であったが，中国

学生としっかり交流することができ，とても満足感を

得ることができた．実際に中国に行ってみたいと思う

が，来年以降もコロナの終息の見通しが立たないと考

える．そのため，来年度以降もオンラインの継続で良

いのではないかと思う． 
・オンラインでの交流のほうが費用の面と時間の面で

手軽でいいと思ったが，話していると対面で話せたら

もっといいと思うことが多かった．中国の伝統，社会，

現代技術など興味深いことが多いので，有料でも 1～
２か月程度の留学ができたらいいと思った． 
・オンラインでの交流会は気軽に他の国の人と会話を

したり，PPT を作ったりできてよかったと思います．

しかし，実際に中国に行く機会を大学で設けてもらえ

たら，より実践的な中国語に触れることができると思

います． 
・機会があればぜひ一度中国に行き，実際に対面でも

交流してみたいと感じた． 
・コロナが収まったら現地に行ってみたいです． 
・実際に会えるといいと思います． 
・オンラインで実施されると，実際に渡航するのに比

べて費用も手続きもかなり少なく，また自分の慣れ親

しんだ環境で参加できる．この点を考えると，今回の

ような中国語初学者向けの短期の講座はオンラインで

行うのが良いと思う．一方，ある程度中国語を学んだ

状態であれば，ぜひ現地に行って「体験」するのが最

も刺激的で費用対効果も高いだろう． 
・可能であれば，現地に行って交流する方がいいと思

う．お互いに直接会って話すことができた方が，画面

の向こう側にいるよりも交流しやすい点も多いと考え

るからだ．しかし，昨今の情勢を考えると，オンライ

ンでもやむを得ないとも考える． 
 
（北京外国語大学生） 
・日本に留学したいと思います． 
・今後も引き続き協定校との交流活動に参加していき

たいと思います． 
・三重県へ観光に行ってみたくなりました！ 
・この五日間，日本の方々とたくさん日本語で話をし

て，会話力がアップしたように思います．そして，日

本のことをいっぱい紹介してくださったので，すごく

勉強になりました． 
・この交流活動を通して，いろいろ勉強になりました．

できれば，今度の語学研修や交流活動で，日本の皆さ

んと中国語でコミュニケーションができればいいなあ

と思っております． 
・オンラインでの交流活動は面白くて素晴らしいが，

機会があったら，現地で皆さんと話し合い，異なる文

化を直接的に感じるのはもっと役に立つと思います． 
・三重大学の皆さんに北京外大に来てもらいたいです． 
 
4.5．関係者からの感想・コメント 
1）中国語教室：于雯宣先生 

2022年度「北京外国語大学：語学研修＆フィールド

スタディ」の中国語先生を担当する機会ができて光栄

だと思う．学生たちは中国語を学ぶ姿勢に熱意があり，

質問にも積極的に答えてくれていて，真剣に練習して

いた．学生たちのアンケートの中で「この授業をきっ

かけにして中国語について学んでいけたらいいと思

う」，「中国の日常的な話題を知ることができた」，「中

国へ偏見を払拭することができた．」といったフィード

バックを見て，本当に嬉しい．今回の交流を通じて，

学生たちが中国語の勉強を続けていく興味と自信を与

えることができることを望んでいる．普段日常生活の

中で，中国に来たことがない人にとって，主にＳＮＳ

から中国に関する情報を受け，その影響が大きいと思

っている．だから，もしできたら，今後学生たちが中

国語で，自分の目で本当の中国と中国人を理解して，

友達や家族に紹介することができたらいいなと希望し

ている．それが，リアルな中国を知ってほしいという，

今の専門を選んだ理由だからだ．最後に，主催された

先生のご協力に心から感謝申し上げたいと思います．

－ 51 －

COIL Trial：オンラインによる語学研修＆フィールドスタディ

QS. 米年度以閃について。 (2つ同答） （屯Ii);:学生）

,,,, 出おの事前Zoomlll修後.u本ょ字Hとの交減
をII的に5111111約中できたらいいと息う．

"'''度以峰も、オソ9インで縦絨するのがいいと

氾う．

機公があったら、 liflでも「1分で短期留学した方

がいいと見う．

（北Ji(外1~,;.1KMJ

Iヽ』IQ:.'Iの亨鎮Zoom研修復.U+~ 字llとの
2直を I I的にsn111功ヽI•できたらいいと屯

釆り胄以鯰も、オンラインで艤続するのがい

Jと思ぅ．

讀会があったら、 1,11でも 0分で~,期曾学し

t, I』がいいと巴う．

0 123 4 5678  

0 I 2 3 4 5 6 
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どうもありがとうございました． 
2）三重大学との交流 日本語学科：費暁東先生 
この度，三重大学と北京外国語大学の学生の交流活

動に参加させていただき，心より感謝申し上げます．

両大学の学生の交流を拝見し，特に最終日の課題発表

を聞いて，改めて「交流」することの大切さを感じる

ことができました． 
皆さんは，中国と日本の建物，食べ物，ドラマ，バ

ラエティー，流行語などを詳しく調べていました．中

日両国の様々な文化において，その違いを議論しただ

けでなく，なぜ違うのかといった文化の背後にある歴

史や習慣などの深い知識をも勉強することになりまし

た．また，両大学の学生が一緒に課題を解決し，直接

に話すことによってお互いのこともよく分かるように

なったのではないかと思います．今回の交流をきっか

けに，もっと相手の国のことを知りたい，という気持

ちが強く生まれ，中国と日本の友好交流にも貢献でき

たと言えるでしょう． 
今回の両大学の交流活動を通して，「友好交流」は，

「友好」があって「交流」が始まるのではなく，むし

ろその逆で，「交流」があってはじめて「友好」が始ま

るんだと感じるようになりました．これからも，この

ような交流活動を学生に提供できるよう心より期待し

ております． 
 
5．考察 

 本事業の意義としては，次の5点が挙げられる． 
①コロナ禍においても，本学の学生と海外協定校の学

生との相互交流や異文化理解に貢献できた．②本来は

移動や経費を伴う語学研修であるが，オンラインでの

実施により，必要経費のみでの実施となったばかりで

なく，短期留学の成果を十分に達成することができた．

③昨今の報道により双方の学生が互いの国に対して偏

見を持っていたが，本事業の交流活動によってその偏

見は払拭される機会となった．④日中経済協会北京事

務所所長の「現代中国を知る」講演を聞き，双方の学

生がそれぞれの視点から現代中国の知識を得ることが

できた．⑤文化や言語の異なる学生が参加する国際共

修型のCOIL授業を展開することができた． 
大きな収穫としては，③である．近年の日中関係や

ロシア軍ウクライナ侵攻等のメディア報道の影響で，

実施前は両国の大学の学生交流が円滑にできるか心配

していたが，実施後相互の交流活動の大切さを実感し

たという感想が多かったことだ．アンケートの感想を

例に挙げれば，「中国へ偏見を持っていたが，相手が日

本に対して好意的な方ばかりという偏りはあるが，実

際に交流してみると思っていた感じと全く違ったので，

偏見を払拭することができてよかった．偏見は持つべ

きでないという社会の一員として大切なことを学ぶこ

とができた．偏見を持った時は深く知ったうえで判断

すべきということも学んだ」．また，「これほど中国と

いう国が身近に感じたのは初めてのことで，今までは

中国について政治的な話以外はあまり知ることができ

ず，現代中国に対してあまりいいイメージを持ってい

なかったが，今回の交流でそれがかなり改善された．

改善されたことを，自分としては嬉しいと思っている」

という感想を得た．この感想に呼応するかのように，

北京外国語大学の学生からも，「前に両国間の摩擦で交

流が順調に進むかどうかちょっと不安でしたが，実際

にみんなは優しかったので，討論会も楽しかったです」

（4.3）という感想も得られた． 
その他のアンケート結果では，中国語学習や長期留

学の希望や充実した交流活動の成果が挙げられる．「以

前は２週間程度の短期留学をしたいと思っていたが，

今回の交流を経て３か月以上の留学をしてみたいと考

えるようになった」，また，「ネイティブの先生から中

国語を学んだり，中国の大学に在学する学生と交流し

たり，中国について中国人の方に教えてもらったりす

る機会など，普通得られるはずもないことだったが，

今回それらを経験することができて，とても嬉しく思

う」．「北京外国語大の学生の日本語がとても上手で，

自身の勉強のモチベーションが上がった．また，検討

会においては，積極的に話を進め，作業に取り組む姿

勢に尊敬し，勉強になる部分が多くあった．今回の研

修を通し，中国へ行ってみたい気持ちが高まり，もっ

と中国学生と交流してみたいと思った」．一方，北京外

国語大学の学生からは，「日本と中国の文化の違いがわ

かるようになりました．資料を収集した時，皆さんと

意見を交換した時，自分の日本語レベルも上がるよう

な気がした」という感想も多く聞かれた．当初，北京

外国語大学の学生は1年生が3人いて，グループ協議

や成果発表ができる日本語レベルか心配だったが，む

しろ三重大学の学生に刺激を与えるほどであった．北

京外国語大学の学生も，初めて日本人と話す機会とな

るので，開始前は不安だったようだ．しかし，グルー

プ内での討議が交流を通した楽しさだけではなく，日

本語の鍛錬にもなったことを実感したという複数の感

想があり，双方にとっていい結果を生んだと言える． 
ところで，感染の収束の気配が収まらないまま移動

を伴う国際交流が回復傾向にある現在，グローバル人

材の育成を目指した授業形態や留学形態などの国際教

育交流は，今後どのような展開が考えられるだろうか．

－ 52 －
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2.1 で言及した総務省行政評価局（2017）による企業

への調査結果が参考になる．まず，授業形態について

は，「グローバル人材の確保状況等に関する企業の意識

調査」では，「企業が大学に求める取り組み」として以

下の点が挙げられている．「①異文化理解力や海外赴任

にも耐え得る経験を積むには留学が最も適当 ，②現地

の習慣，文化，価値観などを理解し，そこで活動する

ためには異文化理解に関する授業が必要，③ 企業が主

体性や積極性を持つ人材を育てる上で，ディベート等

の対話型の授業が重要」である．グローバル人材の育

成を目的とする場合，ディスカッションやディベート

等の対話型の授業形態を通した異文化理解力の養成が，

企業から求められていることがわかった． 
次に，留学形態については，総務省行政評価局（2017）

による企業への「海外留学の期間」を尋ねた調査結果

から理解できる．「①語学力の習得のみならず，現地の

国民性や異文化理解が重要，②国際的な視野拡大を図

るためには最低でも 1 年の留学期間が必要 ，③留学

期間が長い者ほど，語学力はもちろんのこと，留学経

験が業務に生かされていると感じる，④１年以上の長

期留学経験者は数週間の留学経験者と比べ，多様な価

値観を受容するといった経験の幅に違いを感じる」で

あった．これらの企業側の視点からは，留学形態とし

ては，長期留学によるグローバル人材の育成が望まし

いことが示唆される． 
さらに，ポストコロナにおける国際教育交流の展望

について，太田（2021）は次の①～⑤の留学形態を予

測する．①短期留学は前後に ICT を組み込んだ BL
（Blended Learning）が増えていく，②短期留学はイ

ンターンシップ・ボランティアワーク・サービスラー

ニングなど現場での体験型に特化される，③語学を学

ぶ短期留学はオンラインによる語学習得プログラムに

なる，④長期留学は学習成果重視となり，大学間連携

の下で複数学位や共同学位プログラムによる学位取得

型が増える，⑤ICT の活用による大学間連携が一層進

みVE やVMによる国際教育交流が主流となり，留学

は徐々に減少する，である．本事業のような語学や交

流活動を目的とする短期留学の場合は，①や③や⑤の

形態へと移行することが推測される． 
以上を鑑みると，ポストコロナにおける将来の国際

教育交流の方向性を見据えたとき，企業が必要とする

グローバル人材育成や研究成果を重視した長期留学は，

今後も大学による継続支援が必要である．同時に，

COIL を活用した複数学位や共同学位プログラムによ

る学位取得型を目指すなど，④の大学側のグローバル

を意識した発展と展開も重要である．一方，短期留学

については早期に次なる展開が期待できると思われる．

また，インターンシップなど実際現地での体験型研修

を除き，語学研修や異文化体験を含む現地視察やフィ

ールドスタディを目的とする場合，オンラインによる

COIL型の研修・交流活動で，十分に成果が発揮・達成

できるのではないかと示唆される． 
本事業を実施することによって，COIL による国際

協働学習が十分な成果を上げることを示すことができ

た．現地に行かずしてオンラインでも語学研修の成果

をあげることができ，協定校の学生同士が ICTリテラ

シーの向上だけではなく，協働学習を通して知見や交

流を深めることができた．教員間においても意見交換

しながら協働学習を指導することができた．さらに，

本学の国際教育活動においても，COIL による国際協

働学習を積極的に展開することで，さまざまな形でグ

ローバル人材の育成や留学促進が可能であることがわ

かった． 
 
6．おわりに 

 今後の課題としては，雑談や学んだ中国語で話す時

間の確保，電波の関係でZoomから外れてしまった学

生への配慮，各グループの進捗状況への指示・関与の

タイミングや方法など，オンラインでは主催する側が

細かく配慮しなければならない点が挙げられる．今後

も，目的や期待する事業成果，参加者や地域性など様々

な点を考え，より拡大する文化や価値観を体験・共有

しつつ，国際教育交流を実施していきたい． 
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京外国語大学中文系の于雯宣先生，日文系の費暁東先
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上げます． 
 
注 
1)「留学生30万人計画」とは，日本が世界に対してよ

り開かれた国へと発展する「グローバル戦略」の一

環として，2020年までに日本国内の外国人留学生を

30 万人に増やすことを目標とした文科省の施策で

ある．2019 年に留学生数は 31 万人に達した．

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/1
420758.htm（2022年9月21日） 

2）文部科学省（2015）「スーパーグローバル大学創成

支援事業」の趣旨は次の通りである．「徹底した大学

－ 53 －

COIL Trial：オンラインによる語学研修＆フィールドスタディ

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/1420758.htm%EF%BC%882022%E5%B9%B49%E6%9C%8821%E6%97%A5%EF%BC%89)
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/1420758.htm%EF%BC%882022%E5%B9%B49%E6%9C%8821%E6%97%A5%EF%BC%89)
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/1420758.htm%EF%BC%882022%E5%B9%B49%E6%9C%8821%E6%97%A5%EF%BC%89)
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改革と国際化を断行し，我が国の高等教育の国際通

用性，ひいては国際競争力強化の実現を図り，優れ

た能力を持つ人材を育成する環境基盤を整備する．

本事業のこれまでの実践により得られた優れた成果

や取組を国内外に戦略的に情報発信し，海外におけ

る我が国の高等教育に対する国際的な評価の向上と，

我が国大学全体としての国際化を推進する」．

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/s
ekaitenkai/1360288.htm（2022年10月9日） 

3）総務省行政評価局（2017）「グローバル人材育成の

推進に関する政策評価書」参照．（https:www.soumu. 
go.jp/menu_news/s-news/107317_00009.html) 
(2022年10月9日) 

4）文部科学省の「第2期教育振興基本計画」（平成25
～29年度）は，各学校間や学校教育，職業生活等の

円滑な接続を重視し，「社会を生き抜く力の養成」を

図った．少子化・高齢化・グルーバル化など，日本

が直面する危機的な状況を踏まえ，将来の社会のあ

るべき姿の実現に必要な指標や 30 の基本施策を整

理した．https://www.mext.go.jp/a_menu/keikaku/ 
  detail/1336389.htm（2022 年10月9日） 
5）静岡県立大学（2022）「What is COIL？」（https： 

//www.us-coil.jp/coil/）参照．COILの定型学習モデ

ルとしては，①アイスブレーキング（Icebreaker），
②文化比較検証（Comparison and Analysis），③協

働学習（Project-Based Learning）の学修活動

（Collaborative Project）がある（新見・星野・太田 

2021）． 
6）「大学の国際化促進フォーラム」Japan Forum for 

Internationalization of Universities（JFIU）参照．

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/s
ekaitenkai/mext_01671.html（2022年9月 23日） 

7）「日本語コミュニケーション」や「日本語ディスカ

ッション」の成果報告については，『三重大学国際交

流センター紀要』（2023）第18号参照． 
 

参考文献 
太田浩（2021）「高等教育国際化の未来－ポストコロナの
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SUMMARY  
Due to the COVID-19 pandemic, international 

educational exchanges that involve international travel, 
such as studying abroad, have been greatly restricted 
and student exchanges have come to a halt.  In 
response to this, with the cooperation of Beijing Foreign 
Studies University (a partner school) we conducted a 
COIL-type online eight-day event entitled "Beijing 
Foreign Studies University: Language Training & Field 
Study." There were 11 participants from Mie University 
and 9 from Beijing Foreign Studies University.   

As evidenced by the feedback questionnaires, Chinese 
language teaching by Chinese faculty members was 
well received. Teaching employed Beijing Foreign  
Studies University textbooks, collaborative learning, 
exchange activities with Japanese students, and 
"Understanding Modern China" delivered by the 
director of the Beijing office of the Japan-China 
Economic Association. In particular, comments such as, 
"I had a prejudice against China, but participating in 
this project cleared my prejudice.", "I was worried 
whether the exchange would go smoothly due to friction 
between the two countries, but I was able to enjoy the 
exchange.", and "I now want to undertake long-term 
study abroad.", were noted.   

Previously, short-term study abroad incurring the 
expense of physically travelling to the target area was 
the established orthodoxy, but it turned out that, 
depending on the content of the project, satisfactory 
results can be achieved online. 
KEYWORDS: Covid-19, language training , field study, 
student exchange , online，COIL 
―――――――――――――――――――――――― 
† FUKUOKA Masako :  COIL Trial: Online Language 

Training & Field Study －Chinese Training at Beijing 
Foreign Studies University and Student Exchange with the 
Japanese department－ 

* Center for International Education ＆  Research, Mie 
University,1577 Kurimamachiya-chou Tsu-shi, Mie, 514-
8507 Japan 
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